
国連中央緊急対応基金（ＣＥＲＦ）
１．機能（国際機関の初動活動とドナー国の直接支援開始までの活動資金を確保）

２．意義
（１）緊急人道支援に関する初動財源を補填することにより、被害の拡大を最小限化。
（２）ドナーからの援助が行き渡らないアフリカ等の「忘れられた危機」への対応が可能に。

３．拠出上位国（単位：万ドル）
【２００８年】
①英国（約8,024）、②オランダ（約6,390)、③スウェーデン（約5,630)、④ノルウェー（約5,530)、⑤スペイン（約4,550）
【２００７年】
①英国（約8,300）、②ノルウェー（約5,500)、③オランダ（約5,340)、④スウェーデン（約5,110)、⑤カナダ（約3,510）
【２００６年】
①英国（約7,000）、②オランダ（約5,200）、③スウェーデン（約4,100）、④ノルウェー（約3,000）、⑤カナダ（約2,200）
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